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1 組織の概要

温度制御版・操作盤・変圧器・配電盤・計器

耐火物・各種発熱体

各種無酸化雰囲気炉（バッチ式・連続式・全自動各種）ローラハース式、メッシュ

コンベア一式、プッシャー式、セラミック高温焼成炉、フェライト焼成炉、ガラス

グレーズ炉、金焼炉、ブレージング炉

環境管理責任者

長谷川　秀彦　h-hasegawa@nihon-denro.co.jp

愛知県名古屋市中区上前津１丁目10番地11号　日本電炉ビル

TEL：(052) 331-2491（代）　FAX：(052) 331-2494

抵抗炉各種（ニクロム・カンタル・非金属各種・その他）

事業内容

抵抗炉、燃焼炉、雰囲気

炉（窒素、水素等）、乾

燥炉などの設計、製作

燃焼炉各種（重油・ガスその他）

乾燥炉・恒温炉

真空炉

各種洗浄槽

工業用研究用各種電気炉

事業所名 株式会社日本電炉工業

所在地

従業員数 売上高38名 126,700万円（2021年度）

設　立 昭和29年 2,000万円

代表者名
代表取締役社長　今川　知也

代表者　課長　阿部　治（EA21の代表者、統括責任者の代表）

本社：〒460-0013　愛知県名古屋市中区上前津１丁目10番地11号　日本電炉ビル

TEL：(052) 331-2491（代）　FAX：(052) 331-2494

安城工場：〒446-0001　愛知県安城市里町長根6-3

TEL：(0566) 97-9325　FAX：(0566) 97-9534

資本金
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1 組織の概要

実施体制

CグループAグループ

Bグループリーダー

Bグループ

本社 本社

設計庶務経理

Aグループリーダー Cグループリーダー

安城工場

取締役社長

環境管理責任者

長谷川　秀彦

EA21の責任者として資源の提

供・目標・活動計画の承認・管

理者の任命・活動の評価を行

う。統括責任者の代行

安城工場推進事務局

今川　知也

専務取締役

西尾　恒則

代表者

阿部　治
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1 組織の概要

役割

1 環境責任者の任命

2 環境方針の制定

3 環境システムの実施及び管理に必要な資源の準備

4 環境経営システムの実施定期的見直しの実施

1 環境経営システムの確立、実施、維持、持続的改善

2 代表への環境経営システムの実施状況報告

3 それぞれの業務、役割に応じ必要な教育訓練を適切に計画、実施する

1 環境管理責任者と共に環境経営システムの確立、実施、維持、持続的改善

2 環境教育を定期的に実施する

1 環境経営システムの方針、実施計画をグループで実施、維持、計画手に改善する

＊繁忙期には期間従業員を雇用し、各グループに属し環境教育を行う。

2 対象範囲

代表者

環境管理責任者

推進事務局

グループリーダー

認証登録範囲 本社・安城工場

対象期間 2021年7月～2022年6月

発行日 2022年11月30日
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3 環境経営方針

2

3

4

5

6    これらの環境取り組みの継続的改善に努めます。

2020年9月25日 改定

株式会社日本電炉工業

代表取締役　今川　知也

設計、製造においてエネルギー効率を考慮した製品を製造します。

環境関連法令を遵守します。

事業活動に見合った環境教育及び活動を実施いたします。

地域の一員としてリサイクル活動、緑化活動に貢献します。

【環境理念】

当社は事業活動である各種電気炉の設計、製作を通じて、全社員が《喜び》を感じられ、《誇り》を持

てる地球環境保全活動を行うことを誓約します。

電力使用量の削減、温室効果ガスの削減、廃棄物量の削減、水資源使用の削減、を目標値をもっ

て取り組みます、また化学物質の適切な使用、管理を行います。
1

【行動指針】
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環境経営目標(2021年度まで）
見直し実施済み

549m3

　※CO2排出係数は中部電力の調整後排出係数0.426（kg-CO2/kWh）を使用

7月から6月

㎏-CO2 94,321 90,548 89,605 88,662

7,294 7,218

3,475 3,439

7,598

3,620

100

-6%

96 95 94

← ← ←

産業廃棄物

総排出量

-5% -6%

t

％

24 23 23

━

適正管理

━ -6%

軽油

電力

L

7,142

3,403

灯油 L 600 576 570 564

購入電力

-6%

削減率 ％ ━ -4%

543

単位削減項目 基準年度2015 2019年度 2020年度 2021度

削減率 ％ ━ -4% -5% -6%

削減率 ％ ━ -4% -5%

L

化石燃料

ガソリン

4.1

-5% -6%

153,901 147,745kWh 

削減率 ％ ━ -4% -5%

㎏

146,206 144,667

LPガス

水資源

上水道

━削減率 ％

総CO2排出量

製品サービス

％

-4% -5% -6%

削減率

化学物質

化学物質（ＰＲＴＲ対象物質）の適正管

理

削減率

538

-4% -5%

572

23

-4%

使用部品などの調査
積極的な高効率

製品の推奨
← ← ←

廃棄機械の適正処理※
部品の材質

などの確認
← ← ←
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環境経営目標(2024年度まで）

　※CO2排出係数は中部電力の調整後排出係数0.426（kg-CO2/kWh）を使用

使用部品などの調査
積極的な高効率

製品の推奨
← ← ←

製品サービス

廃棄機械の適正処理※
部品の材質

などの確認
← ← ←

化学物質

化学物質（ＰＲＴＲ対象物質）の適正管

理
適正管理 ← ← ←

削減率 ％ - -1% -2% -3%

産業廃棄物

総排出量 t 213 211 209 207

削減率 ％ - -1% -2% -3%

水資源

上水道 m3 483 478 473 469

総CO2排出量 ㎏-CO2 107,556 103,254 102,178 101,103

削減率 ％ - -1% -2% -3%

購入電力

電力 kWh 188,064 186,183 184,303 182,422

削減率 ％ - -1% 2% -3%

LPガス ㎏ 82 81 80 80

削減率 ％ - -1% -2% -3%

灯油 L 1,910 1,872 1,872 1,853

削減率 ％ - -1% -2% -3%

軽油 L 3,914 3,875 3,836 3,797

削減率 ％ - -1% -2% -3%

2024度

化石燃料

ガソリン L 5,319 5,266 5,213 5,159

4.2
7月から6月

削減項目 単位 基準年度2021 2022年度 2023年度
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5 環境経営計画

自動車燃料等による二酸化炭素排出量の削減

・

・

・

・

・

・

電力による二酸化炭素排出量の削減

・ 使用電力の削減

・

・

・

・

一般廃棄物の削減

・ コピー用紙削減

・

・

・

産業廃棄物の削減

・

・

・

・

・

化学物質の削減

・

・

・

節水

社会貢献

・

・

取組項目

アイドリングストップの励行を朝礼にて周知

積載時トラックの適正積載重量の確認を行う

始業前のタイヤ空気圧の確認

〇 〇

〇 ー

〇

事業に見合った社有車燃費削減

打合せには裏紙を使用する

打合せ内容はコピーせずデータにて配布する

工場使用範囲外の電灯を切る

使用機材を購入時は省エネ対応品を購入する

コピー機購入時は省エネタイプを購入

製造部 営業部 取組内容と計画

〇

使用していない場所の電灯を切る〇

〇

〇

ー

〇 〇

製品出荷時の梱包材の削減

リサイクルステーションの適正運営

梱包は再使用可能な物（毛布）を使用する

エアコンの設定温度夏場25-28℃/

冬場18-22℃

分別を確実に行う様に指導する

地域貢献 工場周囲の清掃

〇〇
使用水量の削減

手洗い時に水をこまめに止める

節水コマの取り付け

〇 ー

〇 ー 装置の冷却を再循環し使用する

・

含有PRTR制度対象物質の削減

含有PRTR制度対象物質の危険性の周知

〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇

ー

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 納入された段ボール箱を再利用する

〇 ー 使用量の把握

〇 〇

購入時に含有されていない製品を購入する

塗装ブースに内容表示〇

ー

ー
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6 環境経営目標に対する実績値と評価

削減項目 単位 基準年度2015 2021年度目標 2021年度実績 評価

削減率 ％ ━ -6% -30%

化石燃料

ガソリン L 7,598 7,142 5,319 〇

削減率 ％ ━ -6% 8%

軽油 L 3,620 3,403 3,914 ×

削減率 ％ ━ -6% 318%

灯油 L 600 564 1,910 ×

削減率 ％ ━ -6% -18%

LPガス ㎏ 100 94 82 〇

削減率 ％ ━ -6% 22%

購入電力

電力 kWh 153,901 144,667 188,064 ×

水資源

上水道 m3 572 538 483 〇

総CO2排出量 ㎏-CO2 94,321 88,662 107,556 ×

産業廃棄物

総排出量 t 24 23 213 ×

削減率 ％ ━ -6% -26%

化学物質

化学物質（ＰＲＴＲ対象物

質）の適正管理
適正管理 ← ← 〇

削減率 ％ ━ -6% ━

※石綿、ＲＣＦなどの確認、適正処理

使用部品などの調査
積極的な高効率

製品の推奨
← ← 〇

製品サービス

廃棄機械の適正処理※
部品の材質

などの確認
← ← 〇
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7 環境経営目標と計画の結果と評価、並びに次年度の目標・計画

評価　◎十分出来た　○ほぼ出来た　△不十分

自動車燃料等による二酸化炭素排出量の削減

・

・ ・ 本年度の取り組み内容を継続

・ ・ 本年度の取り組み内容を継続

・

電力による二酸化炭素排出量の削減

・ 使用電力の削減

・ 使用していない場所の電灯を切る ・ 本年度の取り組み内容を継続

・ 工場使用範囲外の電灯を切る ・ 本年度の取り組み内容を継続（再度、徹底する）

・

一般廃棄物の削減

・ コピー用紙削減

・ 打合せには裏紙を使用する ・ 本年度の取り組み内容を継続

・ 打合せ内容はコピーせず ・ 本年度の取り組み内容を継続

データにて配布する

産業廃棄物の削減

・ リサイクルステーションの適正運営 ・ 本年度の取り組み内容を継続

・ ・ 本年度の取り組み内容を継続

・

・

・ 納入された段ボールを再利用する

化学物質の削減

・ 含有PRTR制度対象物質の削減

節水

・

・

・

社会貢献

・

・

使用水量の削減

塗装ブースに内容表示

分別を確実に行う様に指導する

梱包は再使用可能な物（毛布）等を使用する

〇 〇

工場周囲の清掃、草刈

◎

（４.2環境経営目標を参照）

（４.2環境経営目標を参照）

（４.2環境経営目標を参照）

（４.2環境経営目標を参照）

購入時に含有されていない製品を購入する

次年度の目標値

次年度の目標値

地域貢献

次年度の目標値

次年度の目標値

次年度の目標値

製品出荷時の梱包材の削減

含有PRTR制度対象物質の危険性の周知

〇 〇

〇 〇

・

◎

〇 〇

△ ー

〇 〇

△ △

〇 ー

ー

今年度の取組項目 製造部 営業部 次年度の取組内容と計画

次年度の目標値

事業に見合った社有車燃費削減

(４.2環境経営目標を参照）

始業前のタイヤ空気圧の確認 ◎ ◎ タイヤ圧力ゲージを常備して測定している

社内製造割合が多くなり、電力量は上昇、出張用の車のガソリン使用量は下がった。

トラック積載時には重量計算をするよう指導する。

アイドリングストップの

励行を朝礼にて周知

積載時トラックの

適正積載重量の確認を行う

◎

〇

◎

ー

・商用車購入の場合ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ機構付きを購入

使用機材を購入時は省エネタイプを購

入する
〇 〇 ・ 本年度の取り組み内容を継続（再度、徹底する）

社有車の洗車を適正回数にする

〇

〇

〇

〇

使用量の把握
〇 ー

手洗い時に水をこまめに止める

節水コマの取り付け

△ ー

〇

◎

ー

（４.2環境経営目標を参照）
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8 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

順守状況確認　2022年8月31日 確認者：長谷川

特定施設の設置届出 ○

事故時の応急処置と処置概要の行政への届出 ○

下水道の使用開始届 ○

事故時の措置（事故の届け出と必要な措置） ○

浄化槽設置後の外観検査・水質検査 ○

定期検査（毎年1回の法定検査の実施） ○

○

○

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。 なお、関係当局よりの違反等の指摘は、ありませんでした。

適合

状況
区分

法規制名

関連法規制等

条項

条項の内容

騒音特定施設の設置の届出（設置の工事の開始の日の30日前まで）

振動特定施設の設置の届出（設置の工事の開始の日の30日前まで）

指定数量以上の危険物は、貯蔵所以外の場所で貯蔵、又は取り扱つてはならない。

水

質

廃棄物の処理及び清掃に関

する法律

第3条

第12条の3

第5条

第14条の2

第11条の2

第12条の9

第7条

第11条

水質汚濁防止法

下水道法

浄化槽法

第12条の3,6

事業者は、その事業活動に伴つて生じた廃棄物を自らの責任において適正に処理しなければな

らない。

運搬・処分を委託する場合産業廃棄物管理票（マニフェスト伝票）を交付する。

毎年6月30日までに、前年度に交付したマニフェストの交付状況を様式3号（産業廃棄物管理

票交付状況報告書）により、愛知県に報告する。

廃

棄

物

ガ

ス
高圧ガス保安法

第6条

第6条

第10条

第6条

リ

サ

イ

ク

ル

家電リサクル法

フ

ロ

ン

フロン排出抑制法（フロン

類の使用の合化及び管理の

適正化に関する法律）

振動規制法

消防法

騒

音

振

動

危

険

物

騒音規制法

○

第4条

第16条

化

学

物

質

PRTR法

化管法

第4条

第5条

第１条

○

○

○

○

○

○

○

○

○

空調室外機の簡易点検、定期点検(7.5kW以上）の実施など

第1種指定化学物質の取り扱い等自主管理（SDSで確認）

第1種指定化学物質年間取扱量1トン以上の場合の届出

高圧アセチレンガスボンベの適正な取扱い

特定家庭用機器廃棄物の排出時、収集・運搬又は再商品化等をする者に引渡し、必要な料金を

支払う。

排出事業者は、特定製品が廃棄される場合にフロン類の適正処理に必要な措置を講じなければ

ならない（廃棄時、フロン類回収業者へ引き渡し実施）
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9 代表者による全体の評価と見直し・指示

作成者：環境管理責任者　長谷川　秀彦　　　作成日：2022年11月30日

代表者による全体の評価と見直しの結果 評価者：阿部　治　　　記載日：令和4年11月30日　

・ 環境負荷の低減活動について

・ 環境マネジメント体制等について

① 環境経営方針

環境理念と６項目から成る行動指針に分け、分かりやすい表現とした。

② 環境経営目標及び環境経営計画

次年度以降の短・中期目標値を設定した、

③ 実施体制

実施体制は継続。

本年度は、社内製造が忙しく電気使用量が上昇し反面、出張工事の比率が減りガソリン使用量の削減に至りました。

社内製造、出張工事の割合が年度により変わることが多々ありますが、変化が有っても削減が可能な体制になる様全

社にて取り組む必要があります。
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http://nihon-denro.co.jp/index.html

〒446-0001 愛知県安城市里町長根6-3

TEL：(052) 97-9325　FAX：(052) 97-9534

本社 〒460-0013

TEL：(052) 331-2491（代）　FAX：(052) 331-2494

安城工場

愛知県名古屋市中区上前津１丁目10番地11号　日本電炉ビル
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